
平成１８年５月１０日 
公立大学法人首都大学東京 

 

21 世紀 COE プログラム「巨大都市建築ストックの賦活・更新技術育成」 

平成 17 年度成果報告会の開催について 

首都大学東京の建築学専攻では、平成 15 年度「巨大都市建築ストックの賦活・更新技術育成」

が世界最高水準の研究教育拠点の形成を目指した国の重点的支援策である「21 世紀ＣＯＥプロ

グラム」により採用され、プロジェクト実施連携研究を展開しています。その成果は実際の建

築物にも活用されはじめています。今回、研究関係者のみならず都民や行政関係者など多くの

皆様に、研究成果を広く知っていただくため、以下のとおり成果報告会を開催いたしますので

お知らせいたします。 
 

１ 日時  平成 18 年 5 月 25 日（木） 10 時から 17 時（開場 9時 45 分） 

２ 会場  首都大学東京南大沢キャンパス講堂(小ホール) 京王線南大沢駅下車徒歩 3分 

３ その他 参加費は無料です。事前申し込みも不要です。 

実施プロジェクト(A111:階段一体型 

発表プログラム                                  エレベータ付加システムの開発） 
           

10：00-10：10 開会・主旨説明 

10：10-11：30 連携研究・オーラル発表 

11：30-12：10 連携研究・ポスターセッション 

12：10-13：30 昼食 

13：30-14：50 実施プロジェクト・オーラル発表 

14：50-15：30 実施プロジェクト・ポスターセッション 

15：30-17：00 講評会 
 

---「連携研究」と「実施プロジェクト」--- 

 「連携研究」は多摩ニュータウンの集合住宅や公共施設の再整備、下町 

建築ストックの地震リスク情報化などの東京を始めとする巨大都市の建築ス 

トックをいかに更新・再生するのか という研究です。 

「実施プロジェクト」は「連携研究」によって得られた成果を考慮して、実在

する宿泊施設、団地型集合住宅、木造住宅、店舗併用住宅の建築コンバージョ

ンを、建築設計から竣工に至るまで、本プログラムで実現した成果です。 

 

---主な（予定）発表者--- 

本学 深尾精一教授（拠点リーダー）、石野久彌教授、小泉雅生准教授、山田幸正准教授、吉川徹准教授 ほか 

 

---パネリスト--- 

伊藤史子先生（新潟大学経済学部経営学科助教授）、宇野 求先生（千葉大学工学部都市環境システム学科教授）、野沢 正光

先生（野沢正光建築工房） 

 

問い合わせ先 

公立大学法人首都大学東京 経営企画室教育研究支援課        (042)677-1312(直通) 
 
（研究及びプロジェクトの内容に関すること） 

首都大学東京 都市建築ストック賦活・更新研究センター       (042)670-8608(直通) 



（参考） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「巨大都市建築ストックの賦活・更新技術育成」の概要 

 

２０世紀後半に蓄積された、大都市の多量かつ多様な建築物のストックについて、

具体的な建築物を対象とするプロジェクト実施連携研究を展開し、既存ストックを活

かしつつ機能を高める総合的技術を開拓します。また、その技術を担う、専門性と包

括的実践性を兼ね備えた人材を育成します。 

本プロジェクトは平成１５年度分の「２１世紀ＣＯＥプログラム」に採択され、本

学の使命である大都市の課題解決に資するものでもあります。 

 詳細は http://www.4-met.org/ をご覧ください。 

「21世紀COEプログラム」とは 
 

21世紀COEプログラムは、「大学の構造改革の方針」（平成13年6月）に基づき、平

成14年度から文部科学省に新規事業として「研究拠点形成費補助金」が措置されたも

のです。 

我が国の大学が、世界トップレベルの大学と伍して教育及び研究活動を行っていく

ためには、第三者評価に基づく競争原理により競争的環境を一層醸成し、国公私を通

じた大学間の競い合いがより活発に行われることが重要です。このプログラムは、我

が国の大学に世界最高水準の研究教育拠点を形成し、研究水準の向上と世界をリード

する創造的な人材育成を図るため、重点的な支援を行い、もって、国際競争力のある

個性輝く大学づくりを推進することを目的としています。 

詳細は http://www.jsps.go.jp/j-21coe/をご覧ください。 

http://www.4-met.org/
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